
 

 

 

 

 

 

      

    

鉾田市立大洋中学校 

保健室 

令和５年９月２９日 

 ＊ 毎月の保健だよりは、生徒のみなさん、保護者の皆さまそれぞれお読みいただければと思います。 

◎ 薬物乱用防止教室 
日時：令和５年１０月２０日（金） 

講師：千葉科学大学 薬学部 

   教授 大高 泰靖 先生 

場所：体育館 

対象：全校生徒 
 

 

だんだんと朝・夜は涼しくなりましたが、気温差が激しいこの時期は、体調を崩す人が増えて

きます。来週は県東地区新人戦が始まります。疲れを残さないように、十分に休養や栄養をと

り、体調を整えて練習の成果が発揮できるようにしていきましょう。 

１０月の安全目標 

交通ルールを理解し守ろう 

１０月の保健目標 

目の健康について考えよう 

裏面は「救急救命講習会（２年生）」、「スマホ老眼」についての特集です。 

 
◎ 10月の視力検査 
対象：４月に実施した視力検査の結果視力

1.0未満（B以下）で眼科への受診が

済んでいない人と希望者 

持ち物：眼鏡・コンタクトレンズ（使用している人） 

※ すでに受診が済んでいる人は受診結果

報告書の提出をよろしくお願いします。 

インフルエンザは例年 12 月から 3月にかけて流行しますが、昨年から今年にかけては、散発的にインフル

エンザが発生しています。今後、さらに流行が拡大する可能性もあるため、十分な注意が必要です。引き続

き、こまめな手洗い、消毒、咳エチケット等の基本的な感染防止対策を一人一人が心がけてください。 



  

 

９月 21日（木）に鉾田消防署から救急救命士の小松﨑さんと高栁さんをお招きし、「救急救命講

習」を実施しました。 

講習会では、心停止とはどのような状態か死戦期呼吸とは何かを知り、「あっぱくん」を用いた胸

骨圧迫のやり方やAEDの使用方法について実習を通して学びました。心停止は「いつでも どこでも 

だれにでも」起こり得ることです。いざというときに、ためらわず勇気をもって行動できるようにし

ていきましょう。あなたの知識と勇気で救える命があります。 

胸骨圧迫のポイント 

・胸の真ん中（胸骨下半分）を押す。 

・胸が約 5cm（単三電池の長さ）沈み

込むように強く速く圧迫を繰り返す。 

・1分間に 100～120回のテンポで胸

骨圧迫を行う。 

・胸骨圧迫は可能な限り中断せずに、絶

え間なく行う。 

① 職員玄関 

② 体育館入り口 

 
 

・人が倒れているときの適切な対応がわかった。 

・胸骨圧迫はとても力がいるということや、AEDにはタオルやカミソリなど色々なものが入ってい

ることがわかった。 

・人の命を助けるのは簡単なことじゃないと思いました。知らなかったことを知れてよかったです。 

・実際に起きてもできるようにしたい。 

・もし人が倒れていたら率先して声を掛けられるようになりたい。 

・一定のリズムで心肺蘇生を行うことは難しかった。 

・心肺蘇生法の仕方がよく分かった。また、プライバシーに配慮したり妊婦さんはどうすればよいか

わかった。 

・心臓マッサージが思ったより力が必要で、難しかった。 

・もし倒れている人がいたら今日学んだことをいかして助けていきたい。 

・講習会を受けて AEDの使い方や倒れてしまった人への対応がよく分かった。 

・やり方は聞いたことがあったが、詳しいやり方を知らなかったので、聞けて良かった。しっかりと

覚えておきたいと思った。 

・心肺蘇生をする際の手順やプライバシーに配慮することの大切さを知った。この救命救急講習会に

参加できて良かった。 


